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大大
お

６月号

2008（平成 20）年
№ 45

　

５
月
24
日
、
25
日
の
二
日
間
、
ハ
ン
グ
グ
ラ

イ
ダ
ー
と
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
競
技
大
会
「
周

防
大
島
ス
カ
イ
カ
ッ
プ
２
０
０
８
」
が
橘
ウ
イ

ン
ド
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
雨
の
た
め
競
技
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
二
日
目
は
青
空
も
の
ぞ
き
嵩
山
山
頂

か
ら
次
々
と
テ
イ
ク
オ
フ
。
通
り
が
か
っ
た
観

光
客
も
、
空
中
を
散
歩
す
る
色
と
り
ど
り
の
グ

ラ
イ
ダ
ー
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。



2広報すおう大島 平成 20 年 ( 2008 年 )6 月号

科　　　　　目 予算額 収支済額 予算対比

歳　
　
　

入

町 税 1,495,564 1,489,864 99.6
地 方 譲 与 税 ・ 交 付 金 412,964 422,502 102.3
地 方 交 付 税 7,842,943 7,909,551 100.8
分 担 金・ 負 担 金・ 使 用 料・ 手 数 料 355,110 328,939 92.6
国 庫 支 出 金 827,135 590,019 71.3
県 支 出 金 1,441,668 711,814 49.4
繰 入 金 226,376 0 0.0
繰 越 金 221,233 221,234 100.0 
町 債 2,059,900 168,000 8.2
そ の他（財産収入・寄付金・諸収入） 425,406 397,791 93.5
一 般 会 計 歳 入 合 計 15,308,299 12,239,714 80.0

科　　　　　目 予算額 支出済額 予算対比

歳　
　
　

出

議 会 費 144,902 143,755 99.2
総 務 費 2,500,104 2,108,967 84.4
民 生 費 1,627,230 1,538,772 94.6
衛 生 費 1,459,317 1,387,882 95.1
農 林 水 産 業 費 1,409,571 1,087,057 77.1
商 工 費 360,289 313,805 87.1
土 木 費 604,623 538,462 89.1
消 防 費 458,526 424,830 92.7
教 育 費 913,388 816,537 89.4
公 債 費 2,985,802 2,918,028 97.7
その他（災害復旧費・諸支出金・予備費） 2,844,547 211,034 7.4
一 般 会 計 歳 出 合 計 15,308,299 11,489,129 75.1

会　　計　　名 予算額 収入済額 予算対比 支出済額 予算対比
国 民 健 康 保 険 3,813,689 3,030,587 79.5 3,347,083 87.8
老 人 保 健 4,960,370 4,245,056 85.6 4,498,099 90.7
介 護 保 険 2,955,601 2,346,462 79.4 2,663,258 90.1
簡 易 水 道 1,066,018 400,239 37.5 996,007 93.4
下 水 道 581,233 196,849 33.9 510,362 87.8
農 業 集 落 排 水 443,266 162,167 36.6 347,238 78.3
漁 業 集 落 排 水 41,653 3,069 7.4 37,860 90.9
渡 船 77,342 72,304 93.5 71,751 92.8

合　　計 13,939,172 10,456,733 75.0 12,471,658 89.5

◆特別会計歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（３月末）　　（単位：千円、％）

◆一般会計歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（３月末）　　（単位：千円、％）

平成19年度下半期

周防大島町の財政状況
平
成
19
年
度
下
半
期
（
10
月
〜
３
月
末
）
の
財
政
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

会　　　計　　　名
収　　　入 支　　　出

予算額 収入済額 予算対比 予算額 支出済額 予算対比
収 益 的 収 入 及 び 支 出 4,241,731 4,078,647 96.2 4,241,605 4,101,791 96.7
資 本 的 収 入 及 び 支 出 271,400 271,400 100.0 1,266,601 768,277 60.7

◆公営企業局（病院事業）歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（３月末）　　（単位：千円、％）



3 広報すおう大島 平成 20 年 ( 2008 年 )6 月号

基　
　
　
　

金

財 政 調 整 基 金 1,326,723,047 円
減 債 基 金 197,592,121 円
県 収 入 証 紙 購 入 基 金 3,000,000 円
奨 学 資 金 貸 付 基 金 42,372,546 円
福 祉 振 興 基 金 328,366,314 円
国 民 健 康 保 険 基 金 51,550,362 円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 94,596,316 円
ふ る さ と 創 生 基 金 67,255,895 円
ち び っ 子 医 療 費 助 成 事 業 基 金 49,377,000 円
土 地 開 発 基 金（ 現 金 ） 17,926,521 円
土 地 開 発 基 金（ 土 地 ） 82,498,315 円
中山間ふるさと水と土保全基金 31,130,672 円

基 金 合 計 2,292,389,109 円

一 般 会 計 23,109,686 千円
特 別 会 計
簡 易 水 道 会 計 4,133,205 千円
下 水 道 会 計 1,779,652 千円
農 業 集 落 排 水 会 計 2,022,334 千円
漁 業 集 落 排 水 会 計 145,296 千円
渡 船 事 業 会 計 6,799 千円
公営企業局会計（病院事業） 6,956,178 千円

合 計 38,153,150 千円

３月末現在高 200,000 千円

土 地 1,533,013.73 ㎡
建 物 209,758.87 ㎡
山 林 68,020,005 ㎡
有 価 証 券・ 出 資 に よ る 権 利 5,208,575,875 円

◆町有財産の状況（３月末現在）　 ◆町債残高の状況（会計別３月末）　

◆一時借入金の状況　

【
制
度
の
概
要
】

　

こ
の
制
度
は
、
中
山
間
地
域

等
の
農
地
や
営
農
を
守
り
多
面

的
機
能
を
保
全
す
る
た
め
、
集

落
協
定
を
結
ん
だ
集
落
や
個
別

協
定
を
結
ん
だ
認
定
農
業
者
等

に
交
付
金
を
交
付
す
る
制
度
で

す
。

　

集
落
に
お
い
て
本
制
度
を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
の
方
策
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
重
要

で
す
。

【
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
】

　

集
落
協
定
に
基
づ
い
て
毎
年

集
落
に
交
付
さ
れ
る
直
接
支
払

交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

協
定
参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
話

し
合
っ
て
決
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
交
付
金
を
活
用
し
て
自
分
達

が
暮
ら
す
地
域
を
い
か
に
よ
り

良
い
も
の
と
で
き
る
か
を
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

【
平
成
19
年
度
実
施
状
況
】

　

平
成
19
年
度
は
、
50
の
集
落

で
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
地
区
ご
と
の
集
落
協
定
の

実
施
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

農
林
課
農
林
振
興
班

☎
７
９
‐
１
０
０
２

地
域
協
定
数

参
加
農
家
数

協定対象農用地面積

交
付
金
（
千
円
）

取り組み内容と活動協定数

農業生産活動
多面的機能増進活動

集
落
マ
ス

タ
ー
プ
ラ

ン 農
用
地
等

保
全
マ
ッ

プ 生
産
性
収

益
向
上

担
い
手

育
成

(a) 農用地 施設

田 畑 計

適
正
な
農
業
生
産
活
動

賃
借
権
設
定
・
農
作
業
の
委
託

既
耕
作
放
棄
地
復
旧
又
は
林
地
化

農
地
法
面
管
理

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

簡
易
な
基
盤
整
備

そ
の
他
（
災
害
復
旧
等
）

水
路
管
理

農
道
管
理

そ
の
他
（
た
め
池
等
）

周
辺
林
地
の
下
草
刈

土
壌
流
亡
配
慮
営
農

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

景
観
作
物
の
作
付
け

魚
類
・
昆
虫
類
保
護

粗
放
的
畜
産

堆
き
ゅ
う
肥
の
施
肥

そ
の
他
（
清
掃
活
動
等
）

集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成

核
と
な
る
集
積
対
象
者
の
育
成

活
力
あ
る
周
辺
集
落
と
の
連
携

農
用
地
等
保
全
マ
ッ
プ
の
作
成

法
面
、
水
路
、
農
道
等
の
補
修
改
良

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

既
耕
作
放
棄
地
復
旧
又
は
林
地
化

農
作
業
共
同
化
又
は
受
委
託
等

機
械
・
農
作
業
の
共
同
化

高
付
加
価
値
型
農
業
の
実
践

新
規
就
農
者
の
確
保

認
定
農
業
者
の
育
成

担
い
手
へ
の
農
作
業
の
委
託

久賀 2 11 22 1,052 1,074 690 2 1 0 0 0 0 1 2 2 0 2 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0

大島 31 383 5,386 6,574 11,960 12,303 31 11 3 21 2 6 10 31 31 2 27 1 1 6 0 0 2 2 31 6 9 11 8 1 3 1 4 4 1 2 1

東和 4 14 0 648 648 678 4 0 0 3 1 1 1 4 4 0 2 0 0 2 0 0 0 0 4 1 2 3 1 2 0 0 0 3 0 1 0

橘 13 146 0 5,329 5,329 4,758 13 6 1 10 7 5 12 13 13 1 10 5 4 3 2 1 1 1 13 5 1 13 7 8 1 0 0 10 0 7 0

合計 50 554 5,408 13,603 19,011 18,429 50 18 4 34 10 12 24 50 50 3 41 6 5 11 2 1 4 3 50 12 12 28 17 11 4 1 4 18 1 10 1

中山間地域等直接支払い制度について

◆平成 19年度集落協定実施状況



4広報すおう大島 平成 20 年 ( 2008 年 )6 月号

期末勤勉手当
（支給割合）

職制上の加算措置あり

　　　　　　　期末手当　　勤勉手当　
　　　６月期　1.4 月分　0.75 月分　
         12 月期　1.6 月分　0.75 月分　
　　　　合計　3.0 月分　1.50 月分

扶養手当（月額）
１　配偶者　　13,000 円　
２　扶養親族　  6,500 円　
３　特定扶養親族（16歳から 22歳）　5,000 円加算

住居手当（月額）
支給上限額　27,000 円

１　借家　
　家賃 23,000 円以下　家賃－ 12,000 円　
　家賃 23,000 円以上（家賃－ 23,000 円）／２＋ 11,000 円
２　持ち家　2,500 円（新築・購入５年以内に限り）

通勤手当（月額）

１　交通機関利用　
　１月分定期券購入費相当額（支給上限額 55,000 円）　
２　交通用具利用（規定の金額より 20％減額）
　距離制（２ｋｍ～ 42ｋｍ以上　2,000 円～ 34,500 円）

時間外勤務手当

１　平日　１時間当たり単価× 125 ／ 100　
２　休日　１時間当たり単価× 135 ／ 100　
　　深夜勤務（午後 10時～午前５時）の場合は
　　25／ 100 をそれぞれに加算

管理職手当 それぞれの職務に応じて給料月額の５％、６％、７％

特殊勤務手当
１　感染症防疫手当　日　290 円　
２　放射線取扱手当　日　230 円　

退職手当

勤続 20年　30.55 月分　
勤続 25年　41.34 月分　
勤続 35年　59.28 月分　
最高限度 59.28 月分、ただし自己都合退職の場合は減額あり。

職員手当の状況

職員の初任給の状況

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

職員給与費の状況

人件費の状況

人件費には町長等、議会議員、非常勤の特別職に支給される給料・報酬を含む。
歳出額、人件費については当該年度の一般会計当初予算の数値を記載。

区分 一般行政職 技能職 医療職 現業職
高校卒 140,100 円 135,600 円 159,000 円 125,400 円
　大学卒　 161,600 円 155,700 円 187,800 円 141,900 円

平均給料月額 平均年齢
345,553 円 45.3 歳

職員手当には退職手当を含まない。
給与費は当初予算額で、職員数は当
初予算に計上した特別職を除く職員
数を記載（現業職を含む）。

住民基本台帳人口 歳出額 人件費

20,720 人 136 億 8800 万円 26億 8022 万 9千円
人件費率 19.6％

職員数 ３３７人

給
与
費

給料 13 億 9741 万 5千円

職員手当 1 億 9967 万 5千円

期末勤勉手当 5 億 8470 万 5千円

計 21 億 8179 万 5千円

一人当たり給与費 647 万４千円

周
防
大
島
町
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報

告
し
ま
す
。（
公
営
企
業
局
を
除
く
。）給
与
等
の
公
表
は
、

周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

１

３

２

４

５

周
防
大
島
町
職
員
の
給
与
等
の
公
表
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級別職員数の状況

特別職の報酬等の状況

0

50

100

150

200

250

300

350

400 区分 給料・報酬月額 期末手当（支給割合）

町長 782,000 円（20 年 10 
月まで 703,800 円）

　６月期　1.60 月分

  12 月期　1.75 月分

　　合計　3.35 月分

職制上の加算措置あり

副町長 642,000 円（20 年 10 
月まで 609,900 円）

教育長 590,000 円（20 年 10 
月まで 560,500 円）

議長 282,000 円
副議長 226,000 円
議員 206,000 円

数値は一般職のみ

６

７

部門別職員数の状況８

【
相
談
】

　

一
昨
日
、
訪
問
販
売
で
布

団
の
購
入
契
約
を
し
て
し

ま
っ
た
。
落
ち
着
い
て
考
え

る
と
高
額
だ
し
、
不
要
な
の

で
解
約
し
た
い
。

【
処
理
】

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

に
つ
い
て
説
明
し
、
契
約
書

面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８

日
以
内
に
契
約
解
除
通
知
を

出
す
よ
う
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

始
め
か
ら
新
し
い
布
団
の

購
入
を
勧
め
る
事
業
者
も
い

ま
す
が
、
古
い
布
団
の
リ

フ
ォ
ー
ム
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

点
検
等
を
口
実
に
消
費
者
の

家
を
訪
問
し
、「
体
に
よ
く
な

い
」
と
か
、「
カ
ビ
で
使
い
も

の
に
な
ら
な
い
」な
ど
と
言
っ

て
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
り
、

言
葉
巧
み
に
勧
誘
し
て
、
新

し
い
布
団
に
買
い
換
え
る
よ

う
勧
め
る
事
業
者
も
い
ま
す
。

事
業
者
の
巧
み
な
セ
ー
ル
ス

ト
ー
ク
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
そ

の
場
で
は
契
約
せ
ず
、
家
族

な
ど
と
相
談
し
て
、
本
当
に

買
い
換
え
が
必
要
か
ど
う
か
、

金
額
は
適
当
か
を
複
数
の
事

業
者
に
尋
ね
た
り
す
る
な
ど
、

慎
重
な
判
断
が
大
切
で
す
。

　

突
然
自
宅
に
見
知
ら
ぬ
人

が
訪
ね
て
き
た
ら
、
ま
ず
は

訪
問
の
目
的
、
事
業
者
名
を

確
認
し
、必
要
が
な
い
と
思
っ

た
と
き
は
最
初
に
き
っ
ぱ
り

断
り
ま
し
ょ
う
。

か
し
こ
い
消
費
者

高
額
な
布
団
の
購
入
契
約
を
し
た
が

解
約
し
た
い

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

めざせ！
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第５回

　

安
心
の
あ
る
ま
ち　

　
　
　
　
　

防
災
行
政
無
線
整
備

　

大
雨
な
ど
災
害
の
心
配
な
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
災
害
時
の
情
報
伝
達
施
設
と
し
て
町
内
全
域
に
整
備
を

進
め
て
い
る
防
災
行
政
無
線
は
、
屋
外
拡
声
子
局
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）
に
つ
い
て
は
新
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
と
更

新
が
進
ん
で
い
ま
す
。
更
新
作
業
中
は
、
時
報
チ
ャ
イ
ム
の
停
止
や
、
一
時
的
に
放
送
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
現
在
、
屋
外
拡
声
子

局
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）
に
つ
い
て
は
、
町
内
ほ
ぼ
全
域
で
統
一
的
な
放
送
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
で
独

自
の
方
法
で
放
送
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
ひ
と
つ
を
と
っ
て

も
、
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
た
も
の
、

農
協
放
送
を
利
用
し
た
も
の
、
東
和
地

区
に
あ
っ
て
は
自
治
会
放
送
な
ど
自
治

会
に
お
願
い
し
て
放
送
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
も
の
な
ど
様
々
で
し
た
。
今

後
は
、
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
町
内

全
域
で
統
一
的
な
放
送
を
行
い
ま
す
。

○
時
報
チ
ャ
イ
ム

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
時
刻
を
お
知
ら
せ

す
る
時
報
チ
ャ
イ
ム
は
、
久
賀
、
大
島
、

橘
地
区
に
つ
い
て
は
防
災
行
政
無
線
や

同
報
無
線
を
利
用
し
て
放
送
し
て
い
ま

し
た
。
新
し
い
シ
ス
テ
ム
変
更
後
も
同

様
に
放
送
し
ま
す
。
時
刻
に
つ
い
て
は

今
ま
で
ど
お
り
と
し
ま
す
が
、
曲
目
に

つ
い
て
は
統
一
し
た
曲
を
流
し
ま
す
。

今
ま
で
と
は
違
っ
た
曲
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
住
民
の
方
が
慣
れ
親

し
ん
だ
環
境
を
で
き
る
だ
け
変
え
な
い

よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
が
、
町
内
を
統

一
的
に
運
用
す
る
た
め
に
は
多
少
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
東
和
地
区
は
防
災
行
政
無
線
以
外
の

方
法
で
時
報
チ
ャ
イ
ム
（
サ
イ
レ
ン
な

ど
）
を
放
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
治

会
と
協
議
の
う
え
調
整
し
ま
す
。

○
消
防
サ
イ
レ
ン

　

火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
る
消
防
サ
イ

レ
ン
は
、
東
和
地
区
で
は
、
自
治
会
等

が
整
備
し
た
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
て
い

ま
し
た
が
、
６
月
か
ら
町
内
全
域
を
対

象
に
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
柳
井
地

区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
よ
り
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
範
囲
は
町
内
を
次

の
よ
う
に
10
か
所
に
分
け
て
吹
鳴
し
ま

す
。

①
久
賀
地
区
全
域

②
大
島
地
区
全
域

③
油
田
地
区

④
和
田
地
区

⑤
森
野
地
区

⑥
白
木
地
区

⑦
安
下
庄
地
区

⑧
秋
、
吉
浦
地
区

⑨
日
良
居
地
区

⑩
浮
島
地
区

　

火
災
発
生
時
に
は
該
当
箇
所
の
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
し
、
直
後
に
火
災
の
発
生

場
所
や
火
災
の
種
類
等
を
放
送
し
ま
す
。

そ
れ
に
応
じ
て
担
当
地
区
の
分
団
が
出

動
し
ま
す
。
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安心のあるまち
防災行政無線整備

○
戸
別
受
信
機
の
放
送

　

現
在
、
橘
地
区
以
外
は
便
宜
上
屋
外

拡
声
子
局
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）
に
よ
る
放

送
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
戸
別
受
信
機

が
各
家
庭
に
取
り
付
け
ら
れ
る
と
、
戸

別
受
信
機
か
ら
の
放
送
に
順
次
切
り
替

え
て
い
き
ま
す
。
た
だ
し
、
町
内
全
域

を
対
象
と
し
た
本
格
的
な
放
送
は
平
成

21
年
度
後
半
に
な
り
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
か
ら
は
、
災
害
情
報
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
か
ら
の
お
知
ら

せ
な
ど
様
々
な
放
送
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
防
災
行
政
無
線
は
あ
く
ま

で
も
災
害
時
の
情
報
伝
達
や
避
難
誘
導

を
行
う
放
送
施
設
で
、
地
震
等
で
全
町

が
停
電
、
あ
る
い
は
電
話
等
が
使
え
な

い
状
況
下
で
も
放
送
が
で
き
る
災
害
専

用
施
設
で
す
。
そ
れ
を
平
常
時
に
住
民

の
皆
様
へ
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
有

効
活
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
数
々

の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
に
よ
り
約
１
万
世
帯
以

上
、
３
０
０
あ
ま
り
の
自
治
会
に
な
り

以
前
の
よ
う
に
自
治
会
ご
と
地
域
ご
と

の
よ
う
な
細
か
な
放
送
を
定
期
的
に
行

う
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
よ
う
に
全
域
を
対
象
と
し
た
放
送

が
中
心
と
な
り
ま
す
。

○
戸
別
受
信
機
取
付
工
事

　

災
害
情
報
や
避
難
誘
導
な
ど
を
放
送

消防サイレン音が変わります。
　各地区のサイレンの音はそれぞれ違っており、皆さんもその音に慣
れていると思いますが、今度は町内統一したサイレン音になりますの
でご注意ください。
　毎月、15 日の午前８時に、柳井地区広域消防組合消防本部から、
保守点検のためサイレンを吹鳴しますのでご確認ください。

◆注意◆　７月 15日午前８時　サイレン吹鳴（保守点検用）
　７月 15日午前８時から点検のためのサイレン吹鳴を行います。火
事と間違わないように注意してください。点検のためのサイレン吹鳴
である旨をアナウンス後、サイレンを吹鳴します。

す
る
戸
別
受
信
機
の
取
付
け
工
事
を
８

月
よ
り
開
始
し
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
の
取
付
け
に
は
、
電
波

の
受
信
状
況
に
よ
っ
て
３
種
類
の
ア
ン

テ
ナ
を
使
用
す
る
た
め
工
事
の
方
法
が

異
な
り
ま
す
。

○
ロ
ッ
ド
ア
ン
テ
ナ

　

住
居
か
ら
直
接
中
継

局
が
見
え
る
よ
う
な
場

所
は
、
電
波
が
強
く
戸

別
受
信
機
の
ロ
ッ
ド
ア

ン
テ
ナ
を
使
っ
て
受
信

で
き
ま
す
の
で
工
事
は

本
体
の
取
付
の
み
と
な

り
ま
す
。

○
ダ
イ
ポ
ー
ル
ア
ン
テ
ナ

　

ロ
ッ
ド
ア
ン
テ
ナ
で

の
受
信
が
難
し
い
よ
う

な
場
合
は
、
軒
先
に
ダ

イ
ポ
ー
ル
ア
ン
テ
ナ
を

取
り
付
け
る
工
事
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

○
３
素
子
八
木
ア
ン
テ
ナ

　

山
の
陰
に
な
る
よ

う
な
場
所
で
は
、
庭

先
に
ポ
ー
ル
を
立
て

大
き
な
ア
ン
テ
ナ
を

取
り
付
け
る
工
事
に

な
り
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
の
取
付
け
に
あ
た
っ
て

は
各
世
帯
の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

次
回
は
、
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
も
っ

と
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
政
策
企
画
課

☎
７
４
‐
１
０
０
７
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最
近
の
研
究
で
は
、
認
知
症
は

予
防
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

認
知
症
予
防
の
コ
ツ
は
、
認
知

症
に
な
り
か
け
の
時
に
落
ち
る
脳

の
３
つ
の
機
能
（
①
エ
ピ
ソ
ー
ド

記
憶
②
注
意
分
割
力
③
計
画
力
）

を
鍛
え
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
仲

間
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
活
動

す
る
の
が
、
こ
の
地
域
型
認
知
症

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、『
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
』
や
『
今
ま
で
に
作
っ
た
こ

と
の
な
い
新
し
い
料
理
を
考
え
、

実
際
に
作
っ
て
み
る
。』『
旅
行
の

情
報
を
調
べ
、
旅
程
を
立
て
、
実

際
に
旅
行
す
る
。』
等
の
活
動
を
グ

ル
ー
プ
で
行
い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
大
島
で
い
つ
ま
で

も
元
気
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
実
施
期
間
／
８
月
〜
11
月

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
前
（
7
月
）

に
脳
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
ウ
ォ
ー

◆実施場所およびプログラムの内容・実施日時
実施場所 プログラムの内容 実施日時

久賀地区 椋野公民館 ウォーキングと料理 毎週木曜日 9：30～ 11：30
久賀農業者健康管理センター ウォーキングと旅行 毎週木曜日 13：30～ 15：30

大島地区 しまとぴあスカイセンター ウォーキングと料理 毎週水曜日 9：30～ 11：30
ウォーキングと旅行 毎週水曜日 13：30～ 15：30

東和地区 東和総合センター　 ウォーキングと料理 毎週水曜日 9：30～ 11：30
ウォーキングと旅行 毎週水曜日 13：30～ 15：30

橘地区 日良居公民館　　 ウォーキングと料理 毎週水曜日 9：30～ 11：30
たちばなケアプラザ　 ウォーキングと旅行 毎週水曜日 13：30～ 15：30

　

地
域
型
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
案
内

〜
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽
し
く
認
知
症
予
防
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
〜

キ
ン
グ
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

※
4
か
月
間
は
活
動
を
支
援
す
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
つ
き
ま
す

が
、
そ
の
後
は
自
主
グ
ル
ー
プ
と

し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

※
参
加
申
し
込
み
の
状
況
に
よ

り
、
場
所
・
内
容
等
が
変
更
す
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
、
65
歳

　

〜
79
歳
ま
で
の
要
介
護
認
定
を

　

受
け
て
い
な
い
方
で
、
４
か
月

　

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

　

こ
と
が
可
能
な
方

■
募
集
人
数
／

　

１
グ
ル
ー
プ
8
名
程
度

　
（
各
地
区
２
グ
ル
ー
プ
を
募
集

　

し
ま
す
。）

■
参
加
費
／
無
料

　
（
た
だ
し
材
料
費
等
実
費
徴
収
）

■
募
集
締
め
切
り
／
６
月
30
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

介
護
保
険
課
介
護
予
防
班

☎
７
７
‐
５
５
０
６

※
参
加
申
し
込
み
を
さ
れ
る
際

は
、
希
望
さ
れ
る
会
場
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

○
介
護
保
険
負
担
限
度
額
の
認
定

更
新

　

介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
居
住
費

と
食
事
の
全
額
を
本
人
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
市
町
村
民
税
世
帯
非

課
税
の
方
や
生
活
保
護
受
給
世
帯

の
方
に
つ
い
て
は
、
本
人
負
担
額

の
上
限
を
定
め
、
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
今
年
７

月
か
ら
、
こ
の
制
度
の
更
新
時
期

と
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
で
、
申
請
を
済
ま
さ

せ
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

○
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用

者
負
担
軽
減
の
更
新

　

社
会
福
祉
法
人
等
が
運
営
す
る

施
設
等
で
提
供
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
場
合
に
、
利
用
者

負
担
額
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で

す
。

１
．
対
象
者

　

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
で
あ

る
世
帯
に
属
す
る
方
で
、
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
。

①
年
間
収
入
が
、
単
身
世
帯
で
、

１
５
０
万
円
以
下
、
世
帯
員
１
人

増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を
加
算
し

介
護
保
険
課　

介
護
保
険
班
か
ら
の
お
知
ら
せ

た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

②
預
貯
金
の
額
が
、
単
身
世
帯
で

３
５
０
万
円
以
下
、
世
帯
員
１
人

増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加

算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
日
常
生
活
の
た
め
に
必
要
な
資

産
以
外
に
利
用
し
得
る
資
産
を
所

有
し
て
い
な
い
こ
と
。

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
。

２
．
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
保
険
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）

・
短
期
入
所
生
活
介
護
、
通
所
介

護
、
訪
問
介
護
、
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護

３
．
負
担
軽
減
の
割
合

・
利
用
者
負
担
額
（
１
割
自
己
負

担
、
食
費
、
居
住
費
ま
た
は
滞
在

費
）
の
４
分
の
１

・
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
、
利

用
者
負
担
額
の
２
分
の
１

４
．
手
続
き

　

こ
の
軽
減
制
度
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
／

　

介
護
保
険
課
介
護
保
険
班

☎
７
７
‐
５
５
０
３
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受
章

◆
瑞
宝
単
光
章

　

原　
　

清
さ
ん
（
椋
野
）

　
（
元
久
賀
町
消
防
団
長
）

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
と
は
、
一
定
の
障
害
等
が
あ

る
人
が
医
療
を
受
け
た
際
の
医
療

費
を
公
費
で
負
担
す
る
制
度
で

す
。

■
対
象
と
な
る
人
／

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級

を
お
持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
を
お
持
ち
の
方

④
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
１
級

程
度
の
障
害
を
お
持
ち
の
方

■
有
効
期
間
／

　

７
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
６
月

　

 

30
日
ま
で

重
度
心
身
障
害
者
に
は

医
療
費
を

助
成
し
て
い
ま
す

■
助
成
の
条
件
／

　

一
定
の
所
得
基
準
を
超
え
な
い

方
。（
所
得
基
準
に
つ
い
て
は
福
祉

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
受
給
し
て
い
る

方
に
は
更
新
書
類
を
送
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
手
続
き
の
お
済
み
で

な
い
方
は
今
月
中
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
適

用
受
給
者
証
（
65
歳
以
上
の
方
）

を
す
で
に
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て

は
、
更
新
手
続
き
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
対
象
に

な
る
要
件
を
証
明
で
き
る
も
の

（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
障

害
年
金
証
書
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

６
月
は
児
童
手
当

「
現
況
届
」
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
引
き
続
き

手
当
を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
提
出
期
限
／

　

６
月
30
日
㈪
ま
で

■
現
況
届
に
必
要
な
も
の
／

　

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

（
厚
生
年
金
加
入
者
の
場
合
）、
所

得
証
明
（
１
月
２
日
時
点
で
周
防

大
島
町
に
住
民
登
録
し
て
い
な

か
っ
た
場
合
）、
印
鑑
、
通
帳
等
の

振
込
先
口
座
番
号
が
分
か
る
書
類

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
不
可
）

■
受
給
資
格
／

　

小
学
校
第
６
学
年
修
了
前
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
前
年

の
所
得
が
一
定
額
未
満
の
方
に
、

児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
児
童
手
当
の
額
／　

　

現
に
養
育
し
て
い
る
児
童
で
、

１
人
目
お
よ
び
２
人
目
の
児
童
は

月
額
５
千
円
（
た
だ
し
、
３
歳
未

満
の
児
童
は
一
律
月
額
１
万
円
）、

３
人
目
以
降
の
児
童
は
月
額
１
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
手
続
き
／

　

福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
お

よ
び
各
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

福祉

平
成
20
年
度
行
政
連
絡
員
集
会
を
開
催

　

平
成
20
年
度
の
行
政
連
絡
員
集
会
を
５
月
８
日
か
ら
13
日
に
か
け

て
町
内
４
か
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
町
長
か
ら
今
年
度

の
施
政
方
針
の
説
明
、
各
部
長
か
ら
各
部
の
重
点
施
策
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
行
政
連
絡
員
さ
ん
か
ら
町
の
施
策
に
対
す

る
質
疑
や
貴
重
な
ご
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
町
行
政

と
住
民
と
の
連
絡
調
整
や
広

報
な
ど
の
文
書
の
配
布
・
回

覧
を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
で
、

町
の
非
常
勤
の
特
別
職
の
職

員
と
な
り
ま
す
。
各
行
政
区

（
自
治
会
等
）
に
お
い
て
選
任

さ
れ
た
自
治
会
長
さ
ん
な
ど

２
７
１
名
の
方
に
委
嘱
し
て

い
ま
す
。（
写
真
は
東
和
地
区
）（

平
成
20
年
５
月
１
日
付
け
・
敬
称
略
）

◆
大
島
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

　

原
田
良
子
【
吉
兼
（
徳
神
、
吉
井
、

吉
兼
、
郷
の
坪
）】

（
任
期
：
平
成
22
年
11
月
末
日
ま
で
）

新
し
い
周
防
大
島
町
民
生
委
員
児

童
委
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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周
防
大
島
の
み
か
ん
産
地
に
新
た
な
担
い
手

を
育
成
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
周
防

大
島
み
か
ん
い
き
い
き
営
農
塾
」
の
開
講
式
が

５
月
13
日
、
柑
き
つ
振
興
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
が
第
７
期
生
と
な
る
54
人
の
受

講
生
は
退
職
後
本
格
的
に
み
か
ん
作
り
を
め
ざ

そ
う
と
す
る
町
内
在
住
者
か
ら
、
は
じ
め
て
み

か
ん
づ
く
り
を
学
ぶ
県
外
の
方
ま
で
さ
ま
ざ

ま
。
1
年
間
の
作
業
を
通
し
て
み
か
ん
栽
培
を

基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
28
日
に
は
「
Ｊ
Ａ
生
き
活
き
帰

農
塾
」
が
開
講
し
ま
し
た
。
帰
農
塾
は
野
菜
作

り
や
果
樹
作
り
な
ど
農
業
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
も

の
で
、
月
１
回
実
習
園
で
の
農
作
業
を
体
験
し

ま
す
。

農
業
に
新
た
な
担
い
手
を

　

就
学
前
の
子
ど

も
達
に
絵
本
を
通

じ
て
活
字
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
柳
井
（
志
熊

菘
会
長
）
が
創
立

20
周
年
を
記
念
し

た
地
域
活
動
の
一
環
と
し
て
５
月
20
日
、
町
内
14

の
保
育
園
・
保
育
所
に
絵
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
経
験
を
も
と
に
選
ん
だ
と
い
う
本
は
童

話
や
昔
話
な
ど
で
各
保
育
所
に
10
冊
ず
つ
配
布
。

中
保
育
園
（
屋
代
）
で
は
子
ど
も
達
が
さ
っ
そ
く

絵
本
を
広
げ
て
読
ん
で
い
ま
し
た
。

保育園に絵本を寄贈

　

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局
の
引
き
受
け
で

５
月
22
日
と
23
日
、
全
国
国
民
健
康
保
険
診

療
施
設
協
議
会
地
域
医
療
現
地
研
究
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、
全
国

か
ら
国
保
診
療
施
設
組
合
の
職
員
や
医
療
関

係
者
が
参
加
し
、
病
院
の
概
要
説
明
の
あ

と
町
内
の
老
人
保
健
施
設
や
看
護
学
校
を
視

察
。
２
日
目
は
過
疎
化
・
高
齢
化
の
進
む
周

防
大
島
町
の
医
療
と
福
祉
の
現
状
を
事
例
を

交
え
て
全
体
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
住
み

慣
れ
た
島
で
安
心
し
た
暮
ら
し
を
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
発
表
は
参
加
者
に
と
っ
て
興
味
深

い
も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

地域の医療を考える
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沖
浦
地
区
を
拠
点

に
活
動
す
る
け
さ
び

太
鼓
が
５
月
18
日
、

沖
浦
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
第
一
回

定
期
演
奏
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
の
協
力
の
も
と
け
さ
び
祭
り
と

し
て
開
催
さ
れ
、
バ
ザ
ー
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
に
多
く
の
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

太
鼓
演
奏
で
は
、
田
布
施
町
の
山
城
太
鼓
と
商
船
太
鼓

も
参
加
し
、
迫
力
の
あ
る
演
奏
に
会
場
は
熱
気
で
い
っ
ぱ

い
。
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
天
気
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

薫風の中、けさび祭り

　

５
月
16
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
で
第
１
回
は
つ
ら
つ
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
島
公
民
館
の
主
催
で
年
間
６
回
の
講

義
と
親
睦
研
修
が
行
わ
れ
、
高
齢
者
が
い
ろ
い
ろ
な
学
習
を

通
し
て
い
き
い
き
と
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
に

約
１
０
０
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
自
立
に
つ
な
が
る
体
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
健
康

づ
く
り
チ
ー
ム
体
楽
喜
楽
の
中
原
理
子
さ
ん
が
体
の
中
心
や

普
段
使
わ
な
い
筋
肉
を
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
動
き
や
す
い

安
定
し
た
体
づ
く
り
を
指
導
。
い
す
に
座
っ
た
ま
ま
上
体
を

ひ
ね
っ
た
り
複
式
呼
吸
を
し
た
り
し
て
、
体
が
楽
に
動
く
よ

う
に
な
る
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。

は
つ
ら
つ
講
座
で
元
気
に
運
動

大島地区沿岸警備協力会
「沿岸パトロール隊」が発足

　

密
航
事
案
等
の
沿
岸
犯
罪
防
止
を
目
的
に
活
動
し

て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
大
島
地
区
沿
岸

警
備
協
力
会
」（
小
田
貞
利
会
長
）
内
に
「
沿
岸
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
」
が
５
月
13
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

  

沿
岸
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
大
島
地
区
沿
岸
警
備
協
力

会
員
有
志
で
結
成
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
部
門
で
、
沿
岸

警
備
協
力
会
の
活
動
を
活
性
化
し
、
沿
岸
に
対
す
る

監
視
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、
沿
岸
地
域
を
徒
歩
や

車
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
不
審
な
人
・
車
・
船
・
物
な

ど
の
発
見
・
通
報
の
ほ
か
、
町
民
へ
の
広
報
・
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

  

四
方
を
海
で
囲
ま
れ
た
周
防
大
島
町
か
ら
沿
岸
犯

罪
を
無
く
す
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
沿
岸
に
目
を

向
け
て
い
た
だ
き
、
不
審
な
人
・
車
・
船
を
発
見
さ

れ
た
場
合
に
は
警
察
へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

けさび太鼓、山城太鼓（田布施町）、
商船太鼓（大島商船）の協演

息の合ったけさび太鼓の演奏
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お知らせ６月

市
民
農
園
借
受
者
募
集

　

あ
な
た
も
土
に
ふ
れ
あ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
！
町
で
は
、
市
民
農
園

の
借
受
者
を
募
集
し
ま
す
。
募
集

要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
周
防
大
島
町
野
菜
農
園

　
（
東
三
蒲
）

■
募
集
区
画
／
10
区
画

　
（
１
区
画
約
18
〜
50
㎡　

　

区
画
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

■
募
集
期
限
／
６
月
30
日
㈪

■
貸
付
料
／
年
間
80
円
／
㎡

■
申
し
込
み
／

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　

う
え
、
募
集
期
限
内
に
周
防
大

　

島
町
農
林
課
へ
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。（
申
込
書
は
希
望
者
に
郵

　

送
し
ま
す
。）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

※
貸
付
条
件
等
の
詳
細
は
、
周
防

大
島
町
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
農
林
課

☎
７
９
‐
１
０
０
２

滞
在
型
市
民
農
園

「
ガ
ル
テ
ン
ヴ
ィ
ラ
大
島
」

利
用
者
募
集

　

友
人
、
知
人
等
で
市
民
農
園
に

興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
役
場
農
林
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
区
画
／
７
号

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

■
利
用
料
／

　

年
額
38
万
１
８
４
０
円 

■
利
用
期
間
／

　

平
成
20
年
６
月
か
ら

　
（
最
長
５
年
間
ま
で
更
新
可
能
）

■
申
込
期
限
／
６
月
30
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
／
農
林
課

☎
７
９
‐
１
０
０
２

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

■
日
時
／

・
７
月
31
日
㈭

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
（
甲
・
乙
種
共
通
）

・
８
月
１
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
（
甲
種
の
み
）

※
乙
種
防
火
管
理
講
習
は
１
日
目

の
受
講
、
甲
種
防
火
管
理
講
習
は

２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

■
講
習
場
所
／

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

■
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
）
／

　

甲
種
・
乙
種
と
も
３
４
０
０
円

■
受
講
手
続
き
／

　

柳
井
地
区
消
防
本
部
予
防
課
、

　

柳
井
消
防
署
ま
た
は
最
寄
り
の

　

出
張
所
で
受
講
申
込
書
を
受
取

　

り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　

消
防
本
部
予
防
課
、
柳
井
消
防

　

署
ま
た
は
最
寄
り
の
出
張
所
へ

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
／

　

６
月
16
日
㈪
か
ら
７
月
11
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

消
防
設
備
士
試
験

■
試
験
日
／
８
月
24
日
㈰

■
試
験
の
種
類
／

　

甲
種
（
特
類
、
第
１
類
か
ら
第

　

５
類
）

　

乙
種
（
第
１
類
か
ら
第
７
類
）

■
受
験
願
書
受
付
期
間
／

　

６
月
30
日
㈪
〜
７
月
11
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

看
護
力
再
開
発
講
習
会

　

未
就
業
看
護
職
の
再
就
職
を
支

援
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

希
望
す
る
施
設
で
見
学
実
習
が
で

き
、
条
件
が
あ
え
ば
就
職
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

■
日
程
／

　

９
月
３
日
㈬
〜
18
日
㈭
の
間
８

　

日
間
（
週
２
〜
４
日
の
3
週
間
）

■
時
間
・
会
場
／

・
講
義
４
日
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

看
護
研
修
会
館
（
防
府
市
）

・
見
学
実
習
２
〜
４
日
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

希
望
す
る
施
設
（
複
数
施
設
可
）

■
対
象
／
未
就
業
看
護
職

　
（
看
護
協
会
員
で
な
く
て
も
受

　

講
で
き
ま
す
。）

■
費
用
／
各
コ
ー
ス
別
に
諸
経
費

　

１
０
０
０
円

■
申
し
込
み
締
め
切
り
／

　

７
月
23
日
㈬
必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
５
（
２
４
）
５
７
９
１

火
薬
類
製
造
・
取
扱
保
安
責

任
者
試
験

■
試
験
の
種
類
／

　

甲
種
・
乙
種
火
薬
類
取
扱
保
安

　

責
任
者
試
験
、
丙
種
火
薬
類
製

　

造
保
安
責
任
者
試
験

■
試
験
日
時
／
８
月
24
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
試
験
場
所
／

　

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

■
願
書
受
付
期
間
／

　

６
月
24
日
㈫
〜
７
月
３
日
㈭

■
受
験
準
備
講
習
会
／

・
開
催
日
（
種
別
）

　

８
月
６
日
㈬
（
法
令
）

　

８
月
７
日
㈭
（
火
薬
学
）

　

８
月
20
日
㈬
（
火
薬
学
）

・
開
催
地

　

山
口
県
労
働
者
福
祉
文
化
中
央

　

会
館
（
山
口
市
緑
３
‐
29
）

・
受
講
料
１
日
当
た
り

　

５
５
０
０
円
（
会
員
）

　

７
５
０
０
円
（
非
会
員
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

㈳
山
口
県
火
薬
保
安
協
会

☎
０
８
３
（
９
２
５
）
２
６
４
９

募
集
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お知らせ６月

相
談

特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
７
月
７
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午

■
場
所
／
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

■
相
談
担
当
者
／

　

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を
厳

守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

不
妊
専
門
相
談

■
日
時
／
７
月
17
日
㈭

　

午
後
２
時
30
分
か
ら
６
時

■
場
所
／
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
専
門
相
談
担
当
者
／

　

産
婦
人
科
医
師　

　

周
東
総
合
病
院　

津
山
重
夫
先
生

　

臨
床
心
理
士
・　

生
殖
心
理
カ
ウ

　

ン
セ
ラ
ー　

今
井
佳
子
先
生

■
相
談
内
容
／

　

不
妊
に
関
す
る
相
談

　

不
妊
治
療
に
関
す
る
情
報
提
供

　

不
妊
に
関
す
る
悩
み
や
ス
ト
レ
ス

　

な
ど

■
申
し
込
み
締
め
切
り
／

　

７
月
11
日
㈮
ま
で
に
電
話
予
約

■
費
用
／
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

■
日
時
／

・
７
月
７
日
㈪

　
（
弁
護
士
に
よ
る
相
談
）

・
７
月
８
日
㈫

　
（
司
法
書
士
に
よ
る
相
談
）

※
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／
柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

■
定
員
／
各
10
人
（
要
予
約
）

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

６
月
16
日
㈪
〜
７
月
４
日
㈮
の

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
日

　

祝
日
除
く
）

　

県
県
民
生
活
課

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
６
０
８

　

町
商
工
観
光
課

☎
７
９
‐
１
０
０
３

自
衛
官
募
集
案
内

◎
2
等
陸
・
空
・
海
士

■
受
験
資
格
／

　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
27

　

歳
未
満
の
男
子
・
女
子

■
申
込
締
切
／
6
月
20
日
㈮

■
試
験
日
／
6
月
22
日
㈰

■
試
験
会
場
／

　

陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
市
南
町
3
丁
目
8
番
4
号　

　

荒
田
ビ
ル
2
階

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

東
和
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

■
勤
務
場
所
／

・
片
添
ヶ
浜
海
水
浴
場　
　
　
　

・
片
添
ヶ
浜
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

・
片
添
ヶ
浜
温
泉
遊
湯
ラ
ン
ド　

・
青
少
年
旅
行
村
（
逗
子
ヶ
浜
）

■
勤
務
内
容
／

・
駐
車
場
の
管
理

・
場
内
環
境
整
備

・
そ
の
他
の
軽
作
業
な
ど  

■
期
間
／
７
月
１
日
㈫
〜　

　

土
、
日
勤
務
可
能
な
方

■
勤
務
時
間
／

・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　

・
午
前
８
時
〜
午
後
２
時
、
午
後

　

４
時
〜
10
時
（
遊
湯
ラ
ン
ド
）

■
賃
金
等
／

・
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の
規
定
に

よ
り
賃
金
・
交
通
費
を
支
給
、
随

時
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

東
和
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
‐
０
８
４
８

放
送
大
学

平
成
20
年
10
月
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
び
た

い
、
生
涯
学
習
に
興
味
が
あ
る
な

ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
20
年
10
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い

資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
募
集
学
生
／

○
教
養
学
部

・
全
科
履
修
生
（
4
年
以
上
在
学

　

し
、
学
士
の
学
位
取
得
を
目
指

　

す
）

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し

　

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
科
目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
し

　

希
望
す
る
科
目
を
取
得
）

○
大
学
院

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し

　

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
修
士
科
目
生
（
半
年
間
在
学
し

　

希
望
す
る
科
目
を
取
得
）

「ダメ。ゼッタイ。薬物乱用」県民キャンペーン
～覚せい剤・シンナー等の薬物乱用を撲滅しよう～
　平成 19年の薬物情勢については、山口県の覚せい剤の検挙
人員は１６２人であり、前年より件数、検挙人員ともに増加し、
依然として深刻な状況が続いています。
　全国的にも、覚せい剤事犯検挙人員は増加しており、また、
大麻や合成麻薬であるＭＤＭＡの乱用は若者を中心に拡大し、
インターネットを利用した薬物取引等により地域を問わず、乱
用の拡大がますます懸念される状況にあります。
　こうしたことから、山口県薬物乱用対策推進本部及び地域
薬物乱用対策協議会では、６月 20日から８月 31日までの間、
薬物に対する正しい知識を啓発し、薬物乱用のない明るい社会
を築くため、県内各地において「ダメ。ゼッタイ。薬物乱用」
県民キャンペーンを実施します。
　本キャンペーンの期間中には、高校生等による「６．26ヤ
ング街頭キャンペーン」や薬物乱用のない 21世紀の地球環境
づくりを目的として、国連支援募金も行われますので、御協力
をお願いします。
◆山口県薬物乱用対策推進本部☎０８３（９３３）３０１８

■
受
付
期
間
／

　

６
月
15
日
㈰
〜
８
月
31
日
㈰

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
／

　

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
６
（
８
８
）
３
０
２
０
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お知らせ６月

お
知
ら
せ

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
地
震
災
害
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

「
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
耐
震
改
修
に
係
る
工

事
費
90
万
円
を
補
助
対
象
上
限
額

と
し
て
、
う
ち
３
分
の
２
に
あ
た

る
60
万
円
を
限
度
に
町
が
助
成
す

る
制
度
で
す
。
ま
た
、
平
成
17
年

度
か
ら
無
料
で
実
施
し
て
い
る

「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
」
は
、
引
き

続
き
30
戸
の
調
査
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
申
し
込
み
が
予
定
数
を

超
え
た
場
合
は
、
住
宅
の
立
地
場

所
や
緊
急
性
等
を
考
慮
し
、
選
考

の
う
え
来
年
度
の
調
査
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
耐
震
改
修

■
対
象
／

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
せ
ば

耐
震
改
修
補
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

・
耐
震
診
断
済
み
の
一
戸
建
て
木

造
住
宅
で
、
上
部
構
造
評
点
が

１
・
０
未
満
の
も
の

・
耐
震
改
修
工
事
に
よ
り
上
部
構

造
評
点
が
０
・
７
以
上
に
向
上
す

る
も
の

・
今
年
度
中
に
改
修
工
事
に
着
手

し
、
完
了
す
る
も
の

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

■
申
請
方
法
／

　

次
の
書
類
と
印
鑑
を
持
参
し
、

総
務
課
（
大
島
庁
舎
）
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。　

・
対
象
住
宅
の
固
定
資
産
評
価
証

明
書

・
耐
震
診
断
結
果
報
告
書

・
改
修
後
の
上
部
構
造
評
点
が
確

認
で
き
る
補
強
計
画
書

・
改
修
工
事
費
の
見
積
書
、
内
訳

書○
耐
震
診
断

■
対
象
／

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
せ
ば

耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
一
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
在
来

軸
組
構
法
、
伝
統
的
構
法
、
枠
組

壁
工
法
で
建
築
さ
れ
た
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
も
の

・
専
用
住
宅
（
住
宅
部
分
が
50
％

以
上
の
併
用
住
宅
も
含
む
）
で
現

に
居
住
し
て
い
る
も
の

・
３
階
建
て
以
下
の
も
の

■
申
込
方
法
／

　

今
月
回
覧
し
た
申
込
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
役
場
総
務
課
（
大

島
庁
舎
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
、

出
張
所
に
提
出

■
募
集
期
間
／

　

６
月
16
日
㈪
〜
７
月
31
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課

☎
７
４
‐
１
０
０
０

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

に
つ
い
て

　

消
防
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
住

宅
用
防
災
機
器
（
火
災
警
報
器
な

ど
）
を
、
既
存
住
宅
に
つ
い
て
は

平
成
23
年
６
月
１
日
ま
で
に
設
置

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。（
新
築
に
つ
い
て
は
す
で
に
義

務
化
）
火
災
警
報
器
は
、
家
電
販

売
店
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。
個

人
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
大
切
な

命
を
守
る
た
め
も
早
期
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
消
防
署
や

町
役
場
が
直
接
販
売
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課

☎
７
４
‐
１
０
０
０

東
和
都
市
計
画
公
園
９
・
５
・

１
片
添
ケ
浜
海
浜
公
園
の
変

更
に
関
す
る
案
の
縦
覧
に
つ

い
て

　
「
東
和
都
市
計
画
公
園
９
・
５
・

１
片
添
ケ
浜
海
浜
公
園
の
変
更
」

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
縦

覧
期
間
中
に
限
り
、
県
知
事
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
縦
覧
期
間
／

　

６
月
18
日
㈬
〜
７
月
１
日
㈫

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

　

分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所
／

　

町
建
設
課
、
県
都
市
計
画
課

■
主
な
変
更
内
容
／
区
域
の
変
更

■
問
い
合
わ
せ
／
町
建
設
課

☎
７
９
‐
１
０
０
５ 

　

県
都
市
計
画
課

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
３
７
２
５

６月は「外国人労働者問題啓発月間」です。
　　外国人労働者受入れの基本方針

　　「専門的・技術的分野の外国人労働者の受入れをより積極
的に推進することとし、いわゆる単純労働者の受入れについ
ては、日本の経済社会等に多大な影響を及ぼすことが予想さ
れること等から十分慎重に対応することが不可欠である」と
されています。
　外国人の方を雇い入れる際には、就労が認められるかどう
かを確認してください。
◎外国人の方は、「出入国管理及び難民認定法」で定められて
いる在留資格の範囲内において、日本国内での活動が認めら
れています。現在在留資格は27種類ありますが、就労の可否
に着目すると次の３種類に分けられます。
（１）在留資格に定められた範囲で就労が認められる在留資格
（17種類）
　教授、芸術、宗教、報道、投資・経営、法律・会計業務、医療、
研究、教育、技術、人文知識・国際業務、企業内転勤、興業、
技能
（２）原則として就労が認められない在留資格（６種類）
　文化活動、短期滞在、留学、就学、研修、家族滞在
（「留学」、「就学」、および「家族滞在」については、地方入国
管理局で資格外活動の許可を受ければ、その範囲内で就労可
能）
（３）就学活動に制限がない在留資格（４種類）
　 永住者、日本人の配偶者等、永住者の配偶者等、定住者
　詳しいことは、柳井公共職業安定所（☎0820-22-2661）へ
お問い合わせください。
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お知らせ６月

◆アクアビクスってどんな運動？
　歩いたりジャンプしたり手足を動かしたり、全身を使っ
てさまざまな動きを水中で行うアクアビクス。水中では
浮力に身をまかせてリラックスするもよし、水圧や浮力
を感じながら音楽に合わせて踊るもよし、水の抵抗を使っ
て全身を鍛えるもよし、ご自分の目的とレベルに合わせ
てエクササイズできるのも魅力です。水中でダイナミッ
クにカラダを動かせば気分爽快！泳げなくても大丈夫！
男性も女性も大歓迎です。
◆日程／

７月 ８月 ９月
火曜日 土曜日 火曜日 土曜日 火曜日 土曜日

２日 ２日 ６日
５日 ９日

15日 19日 12日

22日 26日 19日 23日

26日 30日
◆時間／
　火曜日　午前 10時 30分～ 11時 30分
　土曜日　午後５時 30分～６時 30分
※全日程 7週間（14回）のエクササイズです。ご自分の
スタイルに合わせて、参加パターンを選択することがで
きます。
◆受講料／
　１回券　　700円　ちょっとお試しに。
　７回券　4,500 円　まとめてお得に！
◆申し込み／
　ココカラ事務局で事前に回数券をご購入ください。
　開催期間中は会場でも販売します。
※ココカラ未加入の方は年会費（2,000 円～ 3,000 円家
族割引あり、保険料を含む）を添えて入会をお願いします。
◆参加対象者／中学生以上の老若男女
◆場所／
　周防大島町Ｂ＆Ｇ海洋センタープール（西三蒲）
◆持参するもの／
　タオル、水着、水泳キャップ、回数券、会員証
◆問い合わせ／
　ＮＰＯ法人ココロとカラダ健究会事務局
　（周防大島町Ｂ＆Ｇ体育館内）
☎０８０（１９１９）１８５７

さらばメタボ！
やってみようアクアビクス

海
技
免
状
更
新
講
習

■
講
習
日
／
７
月
20
日
㈰

　

受
講
開
始　

午
後
１
時
30
分

※
海
技
士
の
免
状
を
お
持
ち
の
方

は
５
日
前
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
小
型
船
舶
操
縦
士
で
、
有
効
期

限
を
過
ぎ
た
方
の
講
習
も
同
時
に

行
い
ま
す
。

■
場
所
／
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
持
参
品
／

・
海
技
免
状
（
操
縦
免
許
証
）

・
本
籍
記
載
の
住
民
票
１
通

※
海
技
免
状
の
方
は
必
要
。
操
縦

免
許
証
の
方
は
記
載
事
項
に
変
更

が
な
け
れ
ば
不
要
。

・
ボ
ー
ル
ペ
ン

・
認
印

・
写
真
（
４
・
５
×
３
・
５
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
２
枚
、
海
技
士
の
方
は

３
×
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
２
枚
）

■
料
金
／

　

小
型
７
５
０
０
円

　
（
小
型
失
効
１
６
５
５
０
円
）

　

大
型
８
４
０
０
円

※
送
料
別
途
必
要

■
問
い
合
わ
せ
／

　

㈳
中
国
船
舶
職
員
養
成
協
会

☎
０
８
２
（
２
５
５
）
８
７
０
５

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
島
相
談
室
廃
止
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
山
口
県
大
島
総
合
庁

舎
２
階
で
健
康
保
険
相
談
等
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
１
日

か
ら
大
島
相
談
室
を
廃
止
し
、
今

後
の
相
談
は
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
本
所
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
本
所
で
の
ご
利
用
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ

ジ
学
校
見
学
会
・
体
験
授
業

　

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ

は
、
厚
生
労
働
省
が
設
置
し
た
全

日
制
２
年
過
程
の
学
校
で
、
最
新

の
設
備
を
備
え
、
き
め
細
や
か
な

指
導
に
よ
り
高
い
就
職
率
と
資
格

取
得
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
学
校
を
見
学
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
対
象
／
高
校
生
・
一
般
社
会
人

■
内
容
／

　

学
校
紹
介
、
校
内
見
学
、
コ
ン

　

ピ
ュ
ー
タ
体
験
、
進
学
説
明
会
、

　

昼
食
、
体
験
授
業

■
日
時
・
体
験
授
業
の
内
容
／

・
７
月
12
日
㈯
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

・
７
月
29
日
㈫
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ニ
メ

・
８
月
11
日
㈪
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

・
８
月
28
日
㈭
Ｃ
Ａ
Ｄ

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
。

※
学
校
見
学
会
（
午
前
）
の
み
参

加
、
体
験
授
業
（
午
後
）
の
み
参

加
も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ

　

事
務
局

☎
０
８
３
３
（
７
２
）
８
０
０
０
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催
し

平
成
20
年
度

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
栽
培
講
座

■
日
時
／
６
月
25
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

ま
で
の
２
回

■
場
所
／

　

柑
き
つ
振
興
セ
ン
タ
ー

　
（
旧
大
島
柑
き
つ
試
験
場
）

■
内
容
／

 

・
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
の
栽
培
技
術
に
つ

　

い
て

 

・
摘
果
、
病
害
虫
防
除
等
に
つ
い

　

て
■
受
講
対
象
者
／

　

山
口
県
内
に
居
住
し
「
ゆ
め

　

ほ
っ
ぺ
」
を
生
産
し
販
売
す
る

　

意
向
の
あ
る
柑
き
つ
農
家
等

■
今
後
の
開
催
日
／

　

７
月
30
日
㈬
、
９
月
24
日
㈬

　

11
月
19
日
㈬
、
１
月
14
日
㈬

　

３
月
11
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柑
き
つ
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
‐
１
０
１
９

Ｉ
Ｔ
講
習
受
講
者
募
集

　

大
島
商
船
高
専
の
先
生
が
最
新
の

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
の
使
い
方
を
や
さ
し
く

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
文
字
入
力
か
ら
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
基
礎

コ
ー
ス
（
講
師
・
大
島
商
船
高
等
専

門
学
校　

北
風
教
官
）

■
学
習
内
容
／

①
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
２
０
０
７
と
は

②
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
の
基
本
操
作

③
ブ
ッ
ク
の
基
本
操
作

④
表
作
成
の
基
礎

⑤
表
の
編
集

⑥
数
式
と
関
数

⑦
グ
ラ
フ
の
作
成

⑧
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
操
作

⑨
印
刷

■
日
程
／

　

８
月
11
日
㈪
・
12
日
㈫
・
19
日
㈫
・

　

21
日
㈭
・
22
日
㈮
・
25
日
㈪

■
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

■
対
象
者
／

　

パ
ソ
コ
ン
使
用
経
験
の
あ
る
中
学

　

生
・
高
校
生
・
一
般
の
方

■
講
習
代
／
３
５
０
０
円

■
テ
キ
ス
ト
代
／
１
７
８
５
円

■
会
場
／
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

　

情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
第
２
演
習
室

■
定
員
／
20
名

■
申
込
締
め
切
り
／
７
月
31
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

大
島
教
育
支
所　

☎
７
４
‐
５
３
０
０

お お し ま 警

察

署

だ

よ

り

交通ルールを守ってチャレンジ
無事故・無違反コンテスト１５０

　達成チームには抽せんで旅行クーポン券（30万
円から 5000 円程度）などが贈られます。

◆募集（受付）期限／７月３日㈭まで
◆実施期間／
　７月４日㈮から 11月 30日
　までの 150 日間
◆コース／
・シルバーコース　
　２名で１チーム　参加費 1400 円
・ファミリーコース
　３名で１チーム　参加費 2100 円
・オフィスコース
　５名で１チーム　参加費 3500 円
◆応募方法／
　大島警察署、最寄りの駐交番および周防大島町
　役場各総合支所に備え付けの応募用紙で応募。
◆問い合わせ／大島警察署☎７２‐０１１０
　または最寄りの駐交番

　150 日間の無事故無違反を達成し、交通安全意
識と交通マナーの向上および安全運転の習慣化に
より、安全安心の周防大島にしましょう。

Ｑ　法律の知識がなくても大丈夫ですか？
Ａ　大丈夫です。日常生活で行っている判断を
してください。
　裁判官は、法廷で聞いた証人の証言などの証
拠に基づいて、他の裁判員や裁判官とともに行
う評議を通じ、被告人が有罪か無罪か、有罪だ
としたらどのような刑にするべきかを判断しま
す。例えば、目撃者の証言などに基づいて、被
告人が被害者をナイフで刺したかどうかを判断
することは、みなさんが日常生活におけるいろ
いろな情報に基づいて、ある事実があったかな
かったかを判断していることと基本的に同じで
あり、特に法律知識は必要ありません。なお、
有罪か無罪かの判断の前提として法律知識が必
要な場合は、裁判官からわかりやすく説明され
ますので、心配ありません。

裁判員制度Ｑ＆Ａ

図書館休館のお知らせ
　特別蔵書点検のため、大島図書館を休館します。
◆期間／６月 25日㈬～ 30日㈪
※本の返却については返却ボックスをご利用くだ
さい。ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願い
します。　
◆問い合わせ／大島図書館☎７４‐３８００
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

齋　

藤　

美
登
里（

介
護
予
防
班
）

元
気
な
時
か
ら

介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う　

〜
わ
が
町
周
防
大
島
町
で

輝
い
て
生
き
よ
う
１
０
０
歳
に
挑
戦
！
〜

　

高
齢
化
の
す
す
む
本
町
は
、
一
人
暮
ら
し
や
75

歳
以
上
高
齢
者
二
人
暮
ら
し
世
帯
も
多
く
75
歳
以

上
高
齢
者
の
割
合
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
高

齢
期
は
転
倒
・
膝
の
痛
み
・
義
歯
の
不
調
な
ど
が

原
因
で
心
や
体
の
機
能
が
低
下
し
介
護
が
必
要
に

な
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
す
。
寝
た
き
り
な
ど
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
町
で
過
ご
す
た
め
に
、
元
気
な
時

か
ら
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
介
護
予
防
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
4
月
か
ら
介

護
保
険
課
に
介
護
予
防
を
行
う
「
介
護
予
防
班
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
予
防
か
ら
給
付
ま

で
を
一
課
で
行
い
、
切
れ
目
の
な
い
予
防
重
視
の

対
策
を
充
実
強
化
す
る
も
の
で
す
。
高
齢
に
な
っ

て
も
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
介
護
予
防
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

元
気
な
時
か
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
む
た
め
に

は
、
心
や
体
の
衰
え
の
兆
し
に
早
く
気
づ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
頭
や
体
を
使
わ
な
い
生
活
は
筋
力

や
意
欲
を
低
下
さ
せ
転
倒
骨
折
や
認
知
症
な
ど
を

招
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方
（
介

護
保
険
認
定
者
を
除
く
）
に
実
施
さ
れ
る
生
活
機

能
評
価
を
受
け
て
自
分
の
心
や
体
の
状
態
を
知
り

毎
日
の
生
活
に
介
護
予
防
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
介
護
予
防
班
で
は
、
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う
生
活
機
能
向
上
の
た
め
の
転

倒
予
防
教
室
や
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
各

種
の
介
護
予
防
教
室
や
、
地
域
に
出
向
い
て
の
介

護
予
防
に
関
す
る
講
話
や
健
康
相
談
な
ど
を
行
い

ま
す
。
詳
細
は
広
報
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

介
護
保
険
課
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
は
次

の
相
談
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
高
齢
者
の
介
護
予
防
に
関
す
る
こ
と　
　
　
　

　

介
護
予
防
班

☎
７
７
‐
５
５
０
６　

○
高
齢
者
の
介
護
・
保
健
・
医
療
・
福
祉
な
ど　

　

総
合
相
談　
　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
‐
５
５
０
６

○
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

　

介
護
保
険
班　

☎
７
７
‐
５
５
０
３

お知らせ６月

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
分
け

〜
夏
コ
ー
ス
〜

○
布
わ
ら
じ
づ
く
り
コ
ー
ス 

■
日
時
／
７
月
５
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
／
橘
地
区
（
安
高
）　

　

山
口
県
柑
き
つ
振
興
セ
ン
タ
ー

　

研
修
館

■
体
験
料
／
１
５
０
０
円

■
受
入
人
数
／
10
人

■
募
集
締
め
切
り
／
６
月
25
日
㈬

○
ウ
ニ
割
り
体
験
コ
ー
ス

 

■
日
時
／
７
月
10
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
橘
地
区
（
西
安
下
庄
）

■
体
験
料
／
４
０
０
０
円

■
受
入
人
数
／
４
〜
８
人

■
募
集
締
め
切
り
／
6
月
30
日
㈪

※
雨
天
中
止
。
ま
た
、
海
の
状
況

に
よ
り
開
催
で
き
な
い
場
合
は
、

前
日
に
連
絡
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
７
９
‐
１
０
０
２

７
月
１
日
は
こ
こ
ろ
の
日

癒
し
の
演
奏
会
・
公
開
講
座

■
日
時
／
７
月
13
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
／
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／

・
癒
し
の
演
奏
会
「
Ｋ
ユ
ニ
ッ
ト
」

・
公
開
講
座
「
う
つ
病
に
つ
い
て
」

・
相
談
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
（
入
場
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

日
本
精
神
科
看
護
技
術
協
会

　

山
口
県
支
部

☎
０
８
３
６
（
５
１
）
６
２
２
２

　宇部市において、市職員を装った医療費名
目の詐欺まがい電話があったというご相談が
ありました。
　市の給付課職員と名乗り、「昨年末に医療費
還付金の案内のハガキをお送りしましたが、
手続きがされていません。手続きが今日まで
なので、フリーダイヤルに電話してください。」
などという電話があり、電話をしたところ「何
時までにスーパーに設置してあるＡＴＭで手
続きをしてください。」と言われたが、不審だ
との問い合わせが消費生活センターに多く寄
せられています。
　市町の職員が還付金のことで携帯番号を聞
いたり、通帳の残高を確認したりすることは
ありません。不用意に個人情報を漏らすこと
のないよう、また、類似する詐欺まがい電話
には十分にご注意ください。
◆問い合わせ／商工観光課☎７９‐１００３

振り込み詐欺にご注意ください
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３歳児健康診査のお知らせ
◆日時／７月 25日㈮
　13：00～ 14：00（受付時間）
◆場所／たちばなケアプラザ
◆対象者／
・平成 17年５月 17日～平成 17
年７月 25日生まれの者
・平成 20年７月 25日現在、３歳～４歳未満で未
受診者
◆問い合わせ／健康増進課☎７７‐５５０４

７月の柳井健康福祉センター定例保健事業
相談内容 実施日 時間

Ｂ・C型肝炎抗体検査 ９ 日㈬ 10：00～ 11：00
骨髄バンク登録検査 ９ 日㈬   9：00 ～ 10：00
乳幼児発達クリニック 10日㈭ 13：00～ 16：00
エイズ抗体検査 ９日㈬ 13：00～ 15：00

思春期・ストレス相談 11日㈮ 10：00～ 15：00
心の健康相談 15日㈫ 13：00～ 14：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
◆問い合わせ／柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631

健康相談カレンダー

６月 ５日㈯

21日㈯ ６日㈰ 休日当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉

22日㈰ 休日当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉 ７日㈪ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

23日㈪
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
リトミック〈10:00 ～ 11:00 片添ケ浜温泉遊湯館ふれあい館〉 
健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉

８日㈫ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 

24 日㈫ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 ９日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

25日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 10日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉

26日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

11日㈮

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 日良居公民館〉 
健康相談〈12:30 ～ 14:00 情島公民館〉27日㈮

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
1 歳 6か月児健康診査
〈13:00 ～ 14:00（受付）たちばなケアプラザ〉

28日㈯ 12 日㈯

29 日㈰ 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉 13日㈰ 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

30日㈪ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 14日㈪ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉

７月 15日㈫ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 

１日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉  
育児相談〈10:00 ～ 11:30 久賀農業者健康管理センター〉

16日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 東和総合センター〉

17日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉

２日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

18日㈮
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
お話し会（絵本読み聞かせ） 
〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉３日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉

４日㈮

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
こころの相談会 
〈10:00 ～ 12:00 久賀福祉センター（要申込）〉 
【申込先】健康増進課 ☎７７－５５０４

19日㈯

20 日㈰ 休日当番医〈野村医院☎７６－００１７〉
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 20 年５月 15 日現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

２３ ０ ２９

前年比

ー７ －１ ー４

物損事故件数

１０６ 前年比 ー１１

大島警察署メールマガジン
受信者募集中

http://mm.police.pref.yamaguchi.
lg.jp/~ooshimasho/

人の動き（６月１日現在）
人　口 ２０，６８４人 （53人減）

男 ９，３１４人

女 １１，３７０人

世帯数 １０，６７３戸 （16戸減）

今月の納税

町県民税　　第１期分
納期限　　　６月 30日㈪

◆税務課☎７４‐１００８

このコーナーは PDF 版では掲載しておりませんのでご了承ください。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
政
策
企
画
課 

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

印
刷
◆
ダ
ケ
モ
ト
印
刷
㈲ 

周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

夏はトイレトレーニングに
最適な季節といわれてい

ます。始める時期は、だいたい
２歳前後といわれていますが、
子どもにとっておしっこが出
ることを感じて出てしまわな
いうちに知らせたり、パンツ
を脱ぐまで我慢したりという
のは大人が思う以上に難しい
ことです。次の３条件をスター
トの目安にしてみてください。

①ひとりであんよができるようになった。
　おしっこがわかるくらい脳が発達してきたことを示して
います。また、足腰がしっかりしてきておまるやトイレに
座っておしっこをすることもできる段階と考えられます。
②言葉をある程度理解し、数語は話すことができるように
なった。
　言葉を理解できないと言葉かけをしても意味をなしませ
ん。また自分で少しでも話すことができないと子どもの側
の意思を伝えることができないため、うまくいきません。
コミュニケーションをとれるということが重要です。
③おしっこの間隔がある程度あくようになった。
　目安としては２時間くらいです。膀胱におしっこをため
られる、無意識ながらもおしっこを我慢できるようになっ
ているということです。

トイレトレーニング1
～スタート～

このコーナーは PDF 版では掲載しておりませんのでご了承ください。


